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建築学部 
 

【建築学部の概要】 

建築学は、人々の生活の最も基礎となる「衣食住」の「住」を支える分野です。そのため、人類の歴史と共に古くから発

展してきた歴史をもち、これからの世の中においても、その時代を反映したあり方、あるいは将来を見据えたあり方を創造

し進歩していく必要があります。建築をつくるということは、人々が安心して安全に暮らせる環境づくりとともに、心地よ

さ、美しさ、豊かさといった、人それぞれが抱く様々な理想や希望を、具体的なかたちにしていくことでもあるのです。し

たがって、「たてもの」という物理的な「もの」づくりという以上に、人々の暮らしや出来事、地域の社会や文化を創造して

いく学問であり、他の工学分野とは異なり、幅広い学問領域からなる総合的な専門力を養う必要があります。そのことから、

本学では他の基幹工学部、先進工学部と並ぶかたちで、建築の分野を独立した「建築学部」として位置づけ、専門性に対応

した体制とカリキュラムのもとに教育・研究を行っています。 

建築は、住宅のような小さな建物から、ホールやスタジアム、超高層ビルといった大きなものまで、その規模は様々です

し、建物の中に目を向けると、室内空間（インテリア）、家具といった細部までもがデザインの対象となります。様々な用途

をもった大小の建物が建ち並ぶことで、まち、地域、都市ができます。また、インテリアや家具といった身の回りのしつら

えは、人々の生活やふるまいに直接的に関わってきます。建築学部では、建築の専門領域と対象の多様性に対応し、かつ領

域間の連携と融合を図るために、建築学科の中に、「建築コース」と「生活環境デザインコース」の２つのコースを設けてい

ます。建築の基礎を着実に修得することを共通とした上で、「建築コース」では複雑な用途や大規模の建築にまで対応する技

術とデザインの修得へと発展することを目標としています。「生活環境デザインコース」では身の回りの空間について、具体

性とデザインの密度を上げることで、生活環境として建築空間を構築していくことを目指しています。 

建築の専門力を身につけるには、様々な専門領域の知識をインプットするだけでなく、演習あるいは実験・実習や設計製

図によって自身の理解と思考を確認・実践・表現するアウトプットが重要となります。自ら考えて手を動かすこと、あるい

は手を動かしながら考えることが習慣となるよう、修練を重ねていく必要があります。さらには、多くの人たちとのコミュ

ニケーションを通じて、問題意識を共有したり、感覚や感情に共感できる社会性を身につけることも重要です。建築学部で

は、専門的な知識・技能、実践的な技術力、豊かな人間性と社会性という３つの具体的なディプロマポリシーのもとに、カ

リキュラムを構築し、未来の社会を創造する建築の専門家を育成します。 

 

ディプロマポリシー 

建築学部は、「基礎的な知識と技術を修得し、建築文化を継承しつつ社会の変化にも対応できる柔軟な思考力を身につ

けた建築の専門家」を育成します。所定の卒業要件を満たすことで、建築学に関する知識・技能及び次のような能力と素

質を備えたものと認め、学士（工学）を授与します。 

【建築学部生が身につけるべき知識・能力】 

【専門的知識・技能】 

⑴ 建築学の領域の基盤を支えるための知識を身につけ、その理念を深化させることができる 

⑵ 建築の伝統と先端的な技術の融合により、新しい価値を創造することがきる 

【実践的技術力】 

⑴ 建築学の領域において、体得した知と技を生かし、現場で課題解決および発展的な提案ができる 

【豊かな人間性と社会性】 

⑴ 自発的、自律的に学ぶ力と理論と実践を擦り合わせて論理的に物事を考えることができる 

⑵ 他者の想いに共感し、課題を共有することで、より良い未来の空間に向けて職能を発揮することができる 

 

カリキュラムポリシー 

建築学部は、ディプロマポリシーで掲げる目標を達成できるようにすることを目的として、共通教育科目で「工学基礎

力」を担保した上で、講義科目と実験・実習・演習系科目を体系的に編成した専門科目のカリキュラムを構築します。 

 

アドミッションポリシー 

建築学部は、社会の変化や技術の進歩に対応でき、新たな価値観による建築空間の創造を目指す専門家を養成します。

そのため、以下に掲げる能力や意欲を有する人を広く求めます。 

【建築学部が求める人物像】 

⑴ 建築分野に強い関心を有している人 

⑵ 建築学の知識と技術を修得するための基礎的な学力と意欲を有している人 

⑶ より良い未来の空間を創造しようとする高い理想と志を持つ人 

 


